
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吹奏楽部 部長 

３年理数科   柚原 沙映   （古川中学校出身） 

吹奏楽部は、地区大会金賞を目指し活
動してきました。今年度は、飛騨市民吹奏
楽団の方にもご指導いただき、より良い
音楽にしようと努力しました。 
本番は、練習の成果が発揮され、悔い
のない演奏ができました。不安の毎日で
したが、仲間と共に悩みながら前に進み、
私たちは大きく成長でき、改めて吹奏楽
部の素晴らしさを感じました。 
今後は立派な後輩たちがもっと素敵な
音楽を奏でてくれると信じています。 
応援お願いします！ 

剣道部 部長 

２年普通科   大門 湖羽   （神岡中学校出身） 

剣道部は、社会人としての常識・マナー
を身につけることや、全員で勝ち切るため
に自分たちで考えて練習することにこだわ
り、日々稽古に励んでいます。 
三年生の先輩方は一人一人が全力で
勝ちにこだわっていました。私はそんな先輩
方が築いた雰囲気を受け継いでいきたい
です。 
これまでたくさん悔しい思いをしてきまし
た。この悔しさをバネに、地区一番はもちろ
んのこと、来年の夏には県代表としてインタ
ーハイに出場できるよう日々精進します。そ
して皆さんに応援していただけるような人
間性を高めていきます。 

岐阜県立吉城高等学校 渉外部 

２年生理数科 校外研修 ７月５日  
スーパーカミオカンデ（SK）、カムランド（KamLAND）を見学し、世界最先端の研究を

学びました。 

第１回 命を守る訓練  ７月３日 

 緊急地震速報を鳴らし、シェイクアウト訓

練を行いました。 

MS リーダーズ 挨拶運動 ６月２７日  気持ちの良い朝の挨拶ができました。 

７月の授業の様子

3ABスポーツはゴルフに挑戦！

選択書道は文化祭に向けて作品制作 

グループで協力して化学実験 
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２年生地域プロジェクト学習で「市長講話」を実施しました。 

◆日  時：令和６年６月２５日(火) 

◆参加者：2年生普通科（７８名） 

◆講  師：飛騨市長 都竹淳也様 

 
 
 
 

地域プロジェクト学習で「自分の興味関心×SDGｓ×地域」を考え、個人探究のテーマを設定しました。探究学習を進めていくにあた

り、飛騨市長から「地域課題解決とは～飛騨市の実践から～」というテーマでお話しいただきました。「課題＝理想－現実」という考え

で、数えきれない飛騨市の課題を見つけ、その解決策を探究する方法を実際のデータや実例をあげてわかりやすく教えていただきまし

た。また、都竹市長は「現場に行って直接困りごとを聞くということを大切にしている」、「机に座って考えているだけでは何もわからな

い」とお話しされました。今はインターネットや SNSでどんどん情報を手に入れることができる時代だからこそ、生の声を聞くということ

がとても大切だと感じることができました。今後の探究活動に生かしていきます。 

生徒のワークシートから、感想・ふりかえりの一部を抜粋しました。                           飛騨市長の探究心に触れた！ 

「課題＝理想－現実」という点が印
象に残りました。自分の立てたテーマ
の課題は食品の廃棄が多いということ
なので、それを解決するために自分の
足で様々な人にインタビューし、方法を
考えようと思いました。様々な視点から
問題点を把握し、課題解決につなげら
れるようにしたいと思います。 

課題を見つける際に、それが本当に
課題と呼べるものなのか、客観的な視
点から見て、多くの人に共通する課題を
見つけることがまず大事だとわかりまし
た。その上でデータを用いて解決へのア
プローチ方法を見つけ、実際に行動す
ることで課題を解決し、多くの人を助け
られるとわかりました。 

市長講話を聞いて、自分が困ってい
る事だけが、社会の困りごとではない
ということがわかりました。また、困りご
とを解決するには、自分が動いて現場
を見に行ったり、実際に話を聞きに行
ったりして、現状を知ることが大切だと
わかったので、今後の活動に生かして
いきたいです。 

１年生総合的な探究の時間で「様々な角度からキャリアを考える」を実施しました。 

◆日  時：令和６年７月８日(月) 

◆参加者：１年生（８９名） 

◆講  師： 地域包括ケア課 課長補佐 井谷直裕様（社会福祉士） 

市民保健課保健センター保健師 田村亜紀様（保健師） 

 
 
 

医療・福祉系の仕事に就きたいけれど、どんな仕事があるの？社会福祉士や保健師って名前は聞いたことがあるけれど、どんな仕事

をしているの？という疑問から今回お二方をお招きし、この職業に就いた動機や実際の業務、やりがいについてお話しいただきました。

社会福祉士も保健師も国家資格であるけれど、資格の取得はスタートであり、その資格を生かして人の役に立つためには日々の勉強と

努力が必要とお話しされていたことが印象的でした。今後の進路選択の参考になりました。 

生徒のワークシートから、感想・ふりかえりの一部を抜粋しました。                     資格をもって働くことの責任に触れた！ 

保健師・社会福祉士どちらのお仕事
も地域とのつながりを大切にしている
と思いました。私は高山を出たら、戻っ
てこないだろうなと思っていました。で
も、お話を聞いて、人に寄り添う仕事は
とてもかっこいいなと思ったし、高山に
戻ってくるのもいいなと思えました。 

資格を持っているのなら自分の言葉
に責任を持ち、資格に恥じない努力が
必要という言葉に感銘を受けました。た
だ資格を取ろうとすることは避け、資格
を取って自分は何をしたいかをよく考え
ていきたいです。 

人の意見だけではなく、自分自身が
何をしたいのか意思をはっきりさせた
いと思った。地域や個人の問題を解決
したいと夢を諦めないことが凄く素敵
だと思った。スタートラインにはいつで
も立てると聞いて、以前諦めてしまった
ことをもう一度やってみようと思った。 

ご意見・ご感想などは、吉城高校・キャリア推進部までお問い合わせください。 

       ０５７７－７３－４５５５ 

岐阜県立吉城高等学校 キャリア推進部 

地域課題解決型キャリア教育「吉高地域キラメキプロジェクト」 


